
令和 4年度 

第 72 回“社会を明るくする運動” 

実施報告会 

                日時：令和 4年 9月 9日（金） 

                午後 1時 30 分～ 

場所：豊島区役所 5階 507～510 会議室 

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ 

“社会を明るくする運動” 豊島区推進委員会 



第 72 回“社会を明るくする運動” 
豊島区実施報告会式次第

令和 4 年 9 月 9 日（金） 

午後 1 時 30 分～ 

豊島区役所 5 階 

507～510 会議室 

１．開会のことば                

２．あいさつ     推進委員長（区長） 

          常任委員長（保護司会会長） 

           教育長 

３．感謝状贈呈    （運動協力者への贈呈)  

４．来賓紹介      

５．経過報告         

６．行事報告     1～4 地区、保護司会 

７．総  評         東京保護観察所 

８．閉会のことば    

※終了予定 午後 3 時 00 分 
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第７２回“社会を明るくする運動”行事経過報告

運動実施期間 令和 4 年 7 月（社会を明るくする運動強調月間）を主としている

行 動 目 標 ①犯罪や非行を防止し、安全で安心して暮らすことのできる明るい地域社会を 

築くこと 

               ②犯罪や非行をした人が再び犯罪や非行をしないように、その立ち直りを支える

こと

重 点 事 項 犯罪や非行をした人を、再び地域社会に受け入れ、望まない孤独や社会的孤立な

どの生きづらさという課題に我が事として関わるコミュニティの実現に向け、次

のことに力を入れて取り組む。 

①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支え、再犯を防止することの大切さや、

更生保護の活動について、デジタルツールも活用するなどして、広く周知し、理

解を深めてもらうための取組 

②犯罪や非行の防止や、犯罪や非行をした人たちの立ち直りには様々な協力の方

法があることを示し、多くの人に協力者として気軽に参加してもらうための取組 

③保護司、更生保護女性会会員、BBS 会員、協力雇用主等の更生保護ボランティ

アのなり手を増やすための取組 

④民間協力者と地方公共団体と国との連携を強化しつつ、犯罪や非行をした人が、

仕事、住居、教育、保健医療・福祉サービスなどに関し必要な支援を受けやすく

するためのネットワークをつくる取組 

⑤犯罪や非行が起こらないよう、若い人たちの健やかな成長を期する取組 

１ 会議開催状況

(1) 推進委員会  

5 月 17 日（火） 午後 1 時 30 分～   豊島区民センター     

（実施方法の決定、青少年指導者合同研究会開催）

(2) 常任委員会    

4 月 11 日（月） 午後 6 時 30 分～ 区役所 507・508 会議室

（推進委員会について）

6 月 21 日（火） 午後 6 時 30 分～  区役所 507・508 会議室

（区民のつどい、地区行事について）

8 月 8 日（月）  午後 6 時 30 分～ 区役所 507・508 会議室

（実施報告会について、第 72 回「区民のつどい」の

反省、次年度に向けての検討事項）

(3) 実施報告会

9 月 9 日（金） 午後 1 時 30 分～  区役所 507～510 会議室

（協力者へ感謝状贈呈、運動経過・行事の報告）

２ 行事実施状況

(1) 中央大会「区民のつどい」7 月 3 日（日）午後 1 時 30 分～午後 5 時 00 分

帝京平成大学冲永記念ホール

第一部 開会セレモニーに続き、作文コンテストの表彰式・発表

第二部 映画「十五才 学校Ⅳ」（監督：山田洋次）上映 
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(2) 広報活動

① 区広報・としまテレビにて運動の趣旨説明、広報、協力要請

② チラシの配布・掲示（区内各所・区内各町会）、各地区でリーフレットの配布

③ 区立中学校全生徒に、ウエットティッシュを配付

(3)  施設見学研修会

7 月 29 日（金）に社会福祉法人豊芯会による講演を予定していたが、新型コロナウイルス感

染症拡大を考慮して中止

(4)  作文コンテスト

募集期間     4 月 6 日（水）～5 月 13 日（金）

応募作品数   総数 2,020 作品（小学生 1,468 作品・中学生 552 作品）

一次審査    日 時：5 月 30 日（月）～6 月 3 日（金）

        審査員：教育部指導課

最終審査    日 時：6 月 21 日（火）午後 6 時 00 分～

        場 所：区役所 507・508 会議室

審査員：常任委員長、常任委員 8 名、子ども家庭部長

優秀作品    推進委員長賞 （小学生 1 点・中学生 1 点）

        常任委員長賞 （小学生 1 点・中学生 1 点）

        優秀賞       （小学生 3 点、中学生 3 点）

計 10 作品     （小学生 5 点・中学生 5 点）

地区優良賞   22 作品（応募があった小中学校から各 1 点）

(5)  地区等の行事活動

実施内容は P5～31 のとおり

３ 運動に対する協力・寄贈及び実践活動関係者内訳

(1) 協力金 ５１０，０００円

寄附関係団体：寺社 5 院、企業等団体 11 団体

宗教法人髙岩寺様、宗教法人西福寺様、宗教法人祥雲寺様、宗教法人眞性寺様、宗教法

人法明寺様、株式会社アール・エス・シー様、株式会社サンシャインシティ様、株式会

社鈴和様、株式会社藤久不動産様、東京商工会議所豊島支部様、東京信用金庫様、東京

巣鴨ライオンズクラブ様、株式会社東武百貨店池袋店様、豊島区商店街連合会様、豊島

区町会連合会様、豊島区保護観察協会様

(2) 寄贈品 ポケットティッシュ・ボールペン等 200 セット

寄贈関係団体：企業等団体 1 団体

東京都薬物乱用防止推進豊島地区協議会様
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 (3) 実践活動関係団体

地区青少年育成委員会、町会連合会、としま女性会、和服散歩の会、保護司会、民生委員

児童委員協議会、更生保護女性会、保護観察協会、区内小中学校、区立小中学校 PTA 連合会、

巣鴨・池袋・目白警察署、巣鴨少年センター、豊島区 BBS 会、母の会

４ 感謝状を受賞される方々

〔寺社〕

宗教法人 髙岩寺様、宗教法人 西福寺様、宗教法人 祥雲寺様、宗教法人 眞性寺様

宗教法人 法明寺様

 〔企業・団体等〕

株式会社 アール・エス・シー様      株式会社 サンシャインシティ様

株式会社 鈴和様 株式会社 藤久不動産様

東京商工会議所豊島支部様 東京信用金庫様

東京巣鴨ライオンズクラブ様 株式会社 東武百貨店池袋店様

豊島区商店街連合会様 豊島区町会連合会様

豊島区保護観察協会様 東京都薬物乱用防止推進豊島地区協議会様

 〔推進委員会推薦〕

団体名 推薦団体

中高生センタージャンプ長崎様 第 6 地区

豊島区立椎名町小学校様 第 7 地区

吉成 悦子様 第 8 地区

豊島区立高松小学校様 第 9 地区



1 収入の部

豊島区補助金 900,000 円

豊島区保護司会助成金 256,000 円

協力金 510,000 円

雑収入（利息等） 2 円

前年度繰越金 567,726 円

2,233,728 円

2 支出の部

常任委員会経費 1,944 円

推進委員会経費 8,414 円

広報活動費

（コンテスト参加賞、除菌ウエットティッシュ、区民のつどいポスター・チラシ）

区民のつどい経費 267,499 円

地区推進委員会活動補助金 939,835 円

@ 88,000×8地区=704,000

@ 84,000×4地区=336,000

施設見学研修会経費 0 円

事務局経費（郵送費、消耗品等） 26,367 円

行事実施報告会等経費（見込み）※１ 30,000 円

1,596,179 円

以上、会計期間は令和4年4月11日～令和4年12月8日まで

※１ 令和4年9月9日以降の支出見込み

（主に実施報告会、12月常任委員会、消耗品経費等）

3 翌年度繰越金

収入の部　　　－ 支出の部
(1,596,179円)

合計

合計

第72回“社会を明るくする運動”　会計報告

【区補助金900,000円を充当】

322,120 円

(2,233,728円)
円637,549

内
訳
戻入金　▲100,165

4
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行事名  第 40 回社明ポスター展 

日時  7 月 1 日（金）～7月 31 日（日）  

場所  巣鴨信用金庫 本店ロビー 

内容 

 社明運動の啓蒙活動と広報活動を兼ねたポスター展は、地域の多く

の方々の目に留まるものであった。 

巣鴨北中、子どもスキップ仰高、清和、西巣鴨、朝日の子どもたち

が描いたポスター104 枚を展示した。 

参加人員  

行事名  “社会を明るくする運動”委員研修「講演会」 

日時  7 月 13 日（水）19 時～20 時 

場所  巣鴨地域文化創造館 多目的ホール 

内容 

 少年育成課巣鴨少年センター所長を講師に招き、青少年の犯罪・現

在状況について委員研修を行った。（講師：薬師寺 克範氏） 

参加人員   18 名 
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行事名  夏休みラジオ体操 

日時  7 月 21 日（木）～8月 26 日（金） 6 時 30 分 ～ 6 時 40 分 

場所  地区内学校校庭、公園、空地、道路 

内容 

規則正しい生活で元気に過ごす夏休みを！と地区内コロナ禍のた

め、12 町会中 6町会で実施した。 

協力参加した。 

参加人員  
小・中学生、大人延べ人数約 3100 人 

（町会ごとに 50～200 人くらいが集まった。） 

行事名  西巣鴨・新田町会盆踊り 

日時  7 月 23 日（土）～7月 24 日（日）18 時 30 分～21 時 00 分 

場所  西巣鴨小学校 校庭 

内容 

 コロナ禍で 3 年ぶりの開催であり、盆踊りを楽しみにしていた大勢

の参加者があった。 

近隣町会との交流と子どもたちの見守りで協賛・協力した。 

参加人員   小・中学生、大人延べ人数 1380 人 



第 2 地区行事報告

7 

行事名  「七夕集会」（地区集会） 

日時  6 月 30 日（木） 

内容 

 感染防止のため笹飾りの材料を各小学校区 3 スキップと「区民ひろ

ば豊成」に配布。 

 各地区から笹飾り作成の模様を写真報告でいただく。 

参加人員  

行事名  クリーン作戦（各小学校区ごとの地域清掃） 

内容 

 ①朋有小学校 6 月 26 日（日） ※12 地区と合同実施 

 委員集合：9時 00 分 一般集合：9時 30 分 

 校舎昇降口玄関集合 

参加委員 18 名、児童 51 名、保護者・職員 35 名 

 総勢 104 名 

 ②豊成小学校 7 月 21 日（水） 

 委員集合：8時 00 分 一般集合：8時 30 分 

 校庭集合 

 3 コースに分け、少人数で行った。 

参加委員 8名、児童 40 名、保護者・幼児 13 名、教員 10 名 

 総勢 71 名 

 ③池一小学校 今年度は校舎移転準備中のため中止。 

参加人員 
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行事名  納涼サンシャイン盆踊り大会（第 43 回） 

日時  8 月 4・5・6 日（木・金・土） ※4日は雨天中止 

場所  

内容 

盆踊りの「連」として参加（14 名） 

本部支援（5名） 

※感染防止のためゲームコーナーはなし 

→来年はゲーム開催したいとの希望有 

参加人員  

行事名  地域防犯パトロール（各小学校区ごとの地域巡回） 

内容 

 ・朋有小：8月 31 日（水）18 時 00 分 集合（六つ又交差点前） 

 ・豊成小：9月 1日（木）18 時 00 分 集合（東門） 

 ・池一小：9月 2日（金）18 時 00 分 集合（図書館前） 

参加人員  
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行事名  ミニ縁日と花火大会 

日時  ７月２３日（土）午後６時３０分～午後８時００分 

場所  西池袋公園(かなあみ公園) 

内容 

第三地区では夏の恒例行事として「ミニ縁日と花火大会」を開催して

います。 

２年間コロナ禍により中止となっていましたが、今年は夏休みに入り

すぐの土曜日に西池袋かなあみ公園で開催されました。感染者増加の

ニュ－スが流れる中、沢山の人達が集まってくれるかなどの心配はあ

りましたが、開始前より列を作って並んでいる人達が大勢いたので驚

きました。 

 １８時から受付、ゲ－ム、花火の流れですが、委員は１７時から集

合し夕方でも蒸し暑かったので、消防団の方々のご協力で園内に放水

していただき涼しい気分を感じつつ、社明の横断幕を掲げ、各ゲ－ム

と花火の準備をしました。全員の方に入場するにあたりいくつかの注

意点があることをきちんと表示した上で、体温測定、手の消毒、マス

ク着用の確認をしてから入場していただきました。 

 参加券をもらった子ども達は、輪投げ、ス－パ－ボ－ルすくい、ス

トラックアウト３種類のゲ－ムを楽しむことができます。本来ならゲ

－ム終了後は委員によりナイアガラの滝と打ち上げ花火をあげる段取

りで、花火をもらうため沢山の子ども達が並んでいてくれたのですが、

今回は参加者も多く危険も伴いますので、急遽花火を中止にしたこと

は委員としても残念に思いました。 

楽しみにしていた子ども達にも申し訳ない気持ちですが、お土産に

持ち帰った花火をそれぞれの家庭で楽しんでもらえたなら嬉しいで

す。 

 今回２年ぶりに実施してみて、事前の準備やゲ－ム、花火に関して

の反省点が多くあります。また来賓の皆様方にも花火配布のお手伝い

をしていただいたことに感謝いたします。来年は私達も今回の反省を

生かし頑張ることと、来場者の皆さんにも満足した笑顔で帰っていた

だけるようにしたいと思いました。 

参加人員  ５３６名（幼児１０５名・小学生１７５名・中学生１８名・大人２３８名）
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行事名  【大田市場と東京タワー】見学会 

日時  ７月３０日(土) 午前７時半～午後１時 

場所  大田市場・東京タワー 

内容 

東京都「大田市場」で野菜の流通の仕組みを見学し、東京タ

ワーの階段登りを一緒体験することを目的に「南池袋小学校」

「子どもスキップ南池袋」に告知及び募集の協力を頂きまし

た。 

定員 30 名(子ども 15 名、大人 15 名)の予定でしたが、3 年

ぶりの事業に子ども 40 名、保護者・育成委員 38 名、計 78 名

の申込みがありました。 

当初は「抽選」としていましたが、子ども達の強い希望もあ

りバスを一台増やし全員参加としました。 

参加要件にコロナ感染予防対策として、ワクチン３回接種証

明若しくは開催日の３日前以降の陰性証明の提示等の条件と

し、感染予防対策を周知徹底いたしました。 

小中学校の終業式(７月２０日)時点で、中学校３年の学年閉

鎖、小学校も感染者増加の傾向がみられ、子ども達への感染予

防の観点から残念ながら【延期】としました。 

コロナの感染状況次第ではありますが、実施できるよう準備

しています。 

参加人員  予定７８名（内訳：児童４０名、保護者・育成委員３８名） 
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行事名  見守りパトロール 

日時  
７月６日(水)～８日(金)    午後７時～午後８時 

７月２２日(金)・２３日(土)  午後７時～午後８時

場所  雑司ヶ谷 鬼子母神堂とその周辺 

内容 

夏市(朝顔市)：7 月 6 日～8 日 

 参加者：南池袋小 PTA・育成委員、三日間合計延４５名 

鬼子母神で開催されて夏市（朝顔市）に地域の小中学生が多

数参加するので、“社会を明るくする運動”の一環として 2 班

に分かれて鬼子母神周辺を各日３回見守りパトロールを実施。

盆踊り：7 月 22 日・23 日 

参加者：南池袋小 PTA・育成委員 

７時より５～６名のグループに分かれて鬼子母神周辺を各

日３回見守りパトロールを実施を予定していましたが、コロナ

の再感染拡大を受けて中止

参加人員  ４９名（内訳：育成委員３７名、南池袋小ＰＴＡ１２名） 

行事名  地域清掃活動

日時  【予定】１２月３日 (土) 13 時 30 分～15 時 00 分

場所  鬼子母神堂・参道及び大鳥神社 

内容 

地元小学生・中学生、町会、小中学校の教職員、目白警察署

と育成委員が一緒なユネスコに認定された雑司が谷未来遺産

の周囲の清掃活動を計画。 

子ども達と地域の大人が一緒に清掃活動をすることでお互

いに顔見知りになることで、地域の絆、連帯感を育むことを目

的に実施を予定しています。 

開始前には目白警察署の少年係の方から地域防犯等につい

てお話をして頂く予定。 

季節柄、落ち葉が大量に子ども達も率先して活動し、清掃後

には達成感に満ちた笑顔を期待しています。 

参加人員  予定７０名
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行事名  通学路 清掃活動 

日時  4 月 10 日（日）11 時 00 分～12 時 00 分 

場所  千登世橋中～雑司ヶ谷地域文化創造館往復 

内容 

児童・生徒の通学路の安全確認と植えこみに捨てられたごみの回収、

明治通りの上下線を清掃しました。 

月一回程度、定期的にと予定しておりましたが、暑い日が続きまし

たので、中断しております。 

参加人員  10 名 

行事名  夏休み ボーリング大会 

日時  7 月 24 日（日）9時 30 分～12 時 00 分 

場所  高田馬場グランドボール 

内容 

一昨年に実施した親子で参加の「ボーリング大会」が家族の皆様に

好評を頂き、本年はコロナ禍において多くの開催を危ぶむ声が有る中、

コロナの感染予防については会場の担当者と綿密な打ち合わせを行い

挙行する事とした。 

 参加の募集について「千登世橋中学校・目白小学校・高南小学校」

を中心に参加者を募った。 

ゲームは 2 ゲームの合計得点とし、30 分投げ放題の練習時間が始ま

ったが、参加の小学生は低学年の生徒が多く、ボールがピンに届かず

その殆どが途中でガターに落ちてしまった。 

 ゲームに入る前に担当者にお願いし、「補助器具」を設置していただ

く事とした。補助器具の一つは「投球補助台：投球時にボールを傾斜

のついた補助台に乗せて滑らせる」もう一つは「ノンガターレーン：

途中でガターに落ちないようにレーンにガイドを設置」した。 

 子供達はより楽しくなったのか笑顔や話し声が大きくなってきた。

 保護者を含む全員に参加賞で労をねぎらい楽しい雰囲気の中でボー

リング大会を終了した。 

 途中からはコロナを忘れたようでした。 

参加人員  
47 名（内訳：小学生 27 名 中学生 2名 育成委員 11 名 

高南小 PTA 2 名 目白小 PTA 1 名 千登中 PTA 3 名 賛助者 1名）
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行事名  夏のおたのしみ会 

日時  ７月３１日(日)

場所  豊島区立富士見台小学校 体育館 

内容 

○夏のおたのしみ会 

今年も密を避けるため、昨年と同じ内容（５種のゲーム）で準備を

進めていましたが、７月の感染拡大に伴い、参加者や委員の安全を

考えて「中止」を決断しました。 

○短冊飾り 

七夕にちなんで、地区小学校の子供たちや先生に書いてもらった

短冊を会場に飾る予定でいましたが、開催中止になったことから、地

域の方々にも見てほしいと思い、長崎神社境内の入口に飾ることに

しました。 

吹き流しに短冊を縦に貼り付け、仙台七夕の「七夕飾り」のように

作り、入口左右に２個取り付け７月末まで飾りました。 

 風が吹くと吹き流しがさらさらと音を立てて舞う様子は風情もあ

り、道行く地域の方が立ち止まって短冊を読む姿は何とも言えず嬉

しいものです。 

子供たちとの交流は出来ませんでしたが、短冊飾りは続けていき

たいと思いました。 

参加人員  535 名（内訳：小学生 510 名、大人 25 名） 
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行事名  夏のコンサート 

日時  ８月２７日(土) 

場所  豊島区立西池袋中学校 体育館 

内容 

西池袋中学校吹奏楽部によるコンサートを３年振りに開催しまし

た。 

コロナ禍になってからは部活も中止となり、ここ２年間学校の文化

発表会も含め、演奏をすることも聴いてもらうこともできなかった生徒

たちです。どんなにこの日が待ち遠しかったかわかりません。  

部員も以前のように多くないので、曲を仕上げるのにも苦労したこ

とでしょう。しかし、来春卒業する３年生にとっては中学校生活で初

めてのコンサートになります。そんな気持ちも演奏にも表われ、心温

まるコンサートになりました。暑さの中、足を運んでくださった豊島区

教育長様はじめご来賓の方々、家族や地域の方、そして私たち委員

もたくさん感動をいただきました。 

演奏の最後には、部を代表して３年生が「社会を明るくする運動」

への理解と挨拶のことばで締めくくり、中学生のチカラを改めて感じ

た地区大会でした。 

参加人員  94 名（内訳：小学生 6 名、中学生 28 名、大人 60 名） 
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行事名  椎名町小学校鼓笛隊の町内パレードと野外演奏 

日時  6 月 11 日（土）10 時 30 分～11 時 30 分  

場所  第 7地区内 

内容 

椎名町小学校校庭にて開会式、来賓の方々の挨拶、紹介 

パレードコース 

  椎名町小学校校庭 南長崎３丁目トキワ荘公園・鼓笛隊演奏 

   椎名町小学校校庭

参加人員  400 名（内訳：児童、町会、PTA 委員） 

行事名  社会を明るくする運動ポスター展示 

日時  7 月 1 日（金）～7月 31 日（日） 

場所  西武池袋線東長崎駅自由通路 

内容 

 椎名町小学校４年生・さくら小学校５年生児童の作品 

参加人員  
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行事名  ハチハチ祭り  

日時  6 月 26 日（日）14 時 50 分受付開始 15 時～17 時 

場所  千早小学校 体育館  

内容 

 コロナ禍で、一昨年、昨年と開催できなかった社明地区大会ですが、

今年は 3年ぶりに、無事開催することができました。 

 今年で 16 回目となる『ハチハチ祭り』。前日までは千早小学校の校

庭をお借りして行う計画を立てていたのですが、当日、想定外の真夏

日になってしまい、比金校長先生のご厚意で急遽、クーラーの効いた

体育館に会場を変更することになりました。会場設営等少々あわてま

したが、チームワークよく、スタッフ全員の機敏な動きで、準備もば

っちり、子どもたちを迎えることができました。 

 例年、ソースせんべいやキャラメルコーン、チューペットなどの食

べ物コーナーを設けていましたが、今年は 4 つのゲームコーナーだけ

にしました。 

 密になることを避けるため、受付時間を各学校ごととし、参加人数

を制限しました。 

 各コーナーの担当は下記の通り 

  ストラックアウト 明豊中 PTA 

  輪投げ      千早小 PTA 

  コリントゲーム  さくら小 PTA 

  引っ張り紐ゲーム 要小 PTA 

 飲食コーナーをなくしたことにより、例年お手伝いいただいていた

町会役員の方々のお手伝いはいただかなかったのですが、寄付を頂戴

し、半数以上の町会長が激励に来て下さいました。 

 参加者全員、体調不良もけがもなく、無事に終了できてよかったで

す。これからも地域に根付いた行事として、皆様のご協力をいただき

ながら、子どもたちと一緒に楽しい思い出になるようなイベントを実

施して参ります。 

参加人員   小学生 107 名 来賓 10 名 スタッフ 50 名 合計 167 名 
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行事名  さわやかキャンペーン：ごみゼロデー 

日時  6 月 10 日（金）13 時 45 分～14 時 30 分 

場所  
高松小学校 学区域 

富士浅間神社児童遊園 高松二丁目児童遊園 高松三丁目児童遊園 

内容 

〇ねらい 

 学校及び学校周辺の環境美化活動を実施することにより、地域の一

員としての自覚を育て、進んで地域の人々のために役立つ活動をしよ

うとする態度を育てる。 

 併せて、オリンピック・パラリンピック教育のレガシーとして位置

づけ、「ボランティアマインド」の醸成を目指す。 

 中学生と活動を共にする事により、小中連携教育を推進する。 

〇清掃場所 

富士浅間神社児童遊園  高松二丁目児童遊園  

高松三丁目児童遊園 

〇活動内容 

 ごみや小石、落ち葉等を拾う。 

 道具を磨いたり、砂場の中のゴミを拾い、「燃えるごみ・燃やせない

ごみ」、小石（バケツ）に分別してごみを回収する。 

参加人員  高松小第 5学年児童 82 名 教員 5名 他に千川中学校第 2学年生徒 

行事名  高松 GreenProject～SDGs15/11 

日時  7 月 

場所  
高松小学校正門～区民ひろば高松までの通学路 正門～校庭  

学級園周辺 

内容 

〇SDGs の取組として校地周辺の通学路及び正門～学級園周辺に、天然

ヤシのハンギングバスケットによるフラワーポットを設置し、学校敷

地の緑化に取りかかり、地域の方々と周辺環境の整備を進める。 

学年ごとに活動日を決め、地域の皆さん(区民ひろば高松・第九地区

育成委員会等)と一緒にフラワーポット作りを行った。 

できあがったフラワーポットは正門付近から区民ひろば高松までの

通学路フェンスや学級園周辺に飾り、水やり等は PTA SDGs 担当者の

協力で輪番におこなった。 

参加人員  582 名（内訳：全児童 543 名・教職員 24 名・地域 15 名） 
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行事名  七夕ロード/高まつり（児童集会活動）成功を願って 

日時  7 月 

場所  高松小学校 各教室廊下等 

内容 

各学級では児童が「高まつり成功」を願って七夕の短冊に書き、七

夕ロードを作りました。 

 例年体育館に飾っていた竹笹の飾りは、コロナ禍の児童集会活動の

自粛・中止に伴い見送りました。そのほかにも、折り紙などを用いて、

様々な飾り付けを行いました。 

参加人員  全校児童 543 名 

行事名  「七夕飾りをつくろう！」 

日時  7 月 4 日（月） ～  7 月 8 日（金）15 時 30 分～16 時 30 分 

場所  スキップ・セカンド、サード室 

内容 

 7 月 7 日の七夕に合わせて、それぞれの願いをこめて折り紙や様々な

紙を使って七夕の工作をしました。輪つなぎ、三角つなぎ、提灯吹き

流しなど、自由に作り最後は短冊に、一人ひとり思いがこもった願い

事を書き込みました。「コロナがなくなりますように」がやはり多かっ

たです。 

 作っていくうちに、上手に出来たものと、意外と難しいものがあっ

たようで、試行錯誤しながら皆作ることが出来、満足に仕上がったよ

うです。「昨日のは僕の飾りだから今日はお母さんの飾りだよ。」と言

って、毎日毎日作りに来る子もいました。一人一つのはずでしたが、

作りたいという気持ちを大切にし、できる限り続けてやっていくと、

最後の日まで来て作り、大満足そうでした。今まで行事では一人一作

品を持ち帰りしていましたが、このような形で日にちを設け自由に作

ってみる！という試みも子どもの気持ちに沿って良かったと職員も意

識させられました。 

参加人員  45 名（内訳：一般 9 人 学童 36 人） 
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行事名  ごみゼロデー 

日時  6 月 10 日（金） 12 時 55 分 ～ 13 時 25 分 

場所  豊島区立要小学校付近の歩道・校庭・裏庭 

内容 

地域の方たちとの連携行事としての活動のねらい 

・自分たちが日常利用している生活の場をきれいにすることで、勤労

の尊さを体得する。 

・区の「リサイクル・ごみ減量週間」の取り組みの一つとして実施す

ることで、地域の一員としての自覚を高め、進んで地域のために活動

しようとする態度を育てる。 

・SDGs の目標「11 住み続けられるまちづくりを」と関連付けた活動と

する。 

・地域の方、千川中学校生徒とともに活動する、地域連携行事とする。

・社会を明るくする運動の一環として、第九育成委員会の方々と要町 2

丁目町会の方々、本校 PTA の協力のもと全児童で実施。 

・地域の一員としての意識を高めるとともに、日頃から地域を掃除し

てくださっている方々への感謝の気持ちを高める活動とする。 

実施内容  

・校内の清掃活動（低学年） 

・学校周辺の清掃活動（中学年） 

・要町通りの歩道清掃（高学年） 

参加人員  452 名（内訳：小学校 393 名・中学生 38 名・地域の方 21 名） 
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行事名  七夕かざりをつくろう 

日時  6 月 29 日（水） 9 時 30 分 ～ 11 時 20 分 

場所  豊島区立要小学校 1 年 1 組、2組、3組 すずかけ学級 

内容 

1 地域の方との連携行事としての活動のねらい 

・七夕の伝説や習慣がどのようなものかを知る活動、七夕飾りを作る

活動に取組を行う。これらの活動をとおして、学習を楽しみながら知

識を増やしたり、地域の方々と人との会話をしたりする場ができると

考える。自発的な関わりをとおして、地域の方々とより親しみを持つ

ことができるようになることを期待している。 

・SDGs の目標「11 住み続けられるまちづくりを」と関連付けた活動と

し、自分たちの住む地域を改めて見直す機会とする。 

・社会を明るくする運動の一環として、第九育成委員会の方々への感

謝の気持ちを高める活動とする。 

2 活動の流れ 

1）地域の方々の紹介 

2）七夕の伝説や習慣を学ぶ 

3）七夕飾りの種類、作り方を学ぶ 

4）地域の方々と七夕飾りをつくる。 

5）七夕飾りを竹につるす。 

6）地域の方々に感謝の気持ちを伝える。 

 当日の活動後も、子供たちが飾りをつくり続けるなど、児童の意欲

的な活動につなげることができた。 

参加人員  児童 105 名（内訳：児童 95 名、第九育成委員会の方 4名、教員 6名）
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行事名  社明運動 清掃活動 

日時  12 月 1 日（木）、5日（月）、8日（木） 13 時 20 分 ～ 13 時 35 分 

場所  豊島区立要小学校及び周辺の歩道・校庭・裏庭 

内容 

1 地域の方との連携行事としての活動のねらい 

・地域の方々と協力して、自分たちが日常的に利用している学校や周

辺道路などの清掃活動。地域社会へ貢献していこうとする意欲を高め

る。 

・たてわり班活動をとおして異学年交流の場とし、次のような狙いを

もって活動する。 

〇高学年児童 

 上学年としての自覚をもって行動し、下学年児童をまとめ、協力し

て清掃活動に取り組めるよう促す。 

〇低・中学年児童 

 上学年児童の話を聞いて行動し、清掃活動に取り組む。他学年の児

童との関わりを深める。 

・地域の一員としての自覚を高め、進んで地域のために活動しようと

する態度を育てる。また、SDGs の目標「11 住み続けられるまちづくり

を」と関連付けた活動とする。 

・社会を明るくする運動の一環として、第九育成委員会の方々との交

流をとおして、日頃から地域を見守ってくださる方々への感謝の気持

ちを高める活動とする。 

2 実施内容 

 たてわり班ごとに清掃場所に分かれ、清掃活動をする。 

参加人員  
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行事名  社明運動 清掃活動 

日時  11 月 11 日（水） 12 時 55 分 ～ 13 時 20 分 

場所  豊島区立要小学校及び周辺の歩道・校庭・裏庭 

内容 

1 地域の方との連携行事としての活動のねらい 

・自分たちが日常利用している生活の場をきれいにすることで、勤労

の尊さを体得する。 

・地域の一員としての自覚を高め、進んで地域のために活動しようと

する態度を育てる。また日頃から地域を見守ってくださる方々への感

謝の気持ちを高める活動とする。 

・SDGs の目標「11 住み続けられるまちづくりを」と関連付けた活動と

する。 

・社会を明るくする運動の一環として、第九地区育成委員会の方々と

の交流をとおして、関わりを深める。 

2 実施内容 

・校内の清掃活動（低学年） 

・学校周辺の清掃活動（中学年） 

・要町通りの歩道清掃（高学年） 

参加人員  
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行事名  七夕飾り週間 

日時  7 月 1 日（金）～7日（木）14 時 30 分～17 時 30 分 

場所  子どもスキップ要（セカンド・こどもべや） 

内容 

 織姫、彦星、星かざり、ちょうちん、輪かざりを作成。 

参加人員  45 名 

行事名  たなばたのお願いを短冊に書こう 

日時  7 月 5 日（火） ～  7 月 7 日（木） 

場所  子どもスキップ要（セカンド・こどもべや） 

内容 

・7 月 5 日（火）～7 月 7 日（木）に、短冊を用意して、1 人 1 枚願い

事を書き、笹に飾った。 

・7月 4日（月）に要小学校から笹（竹）をいただいて、スキップ内の

子どもべやに笹を設置して飾りつけをした。 

・7 月 11 日（月）子どもたちと一緒に笹（竹）の片づけを行い、七夕

飾り、短冊を返却した。 

参加人員  31 名 
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行事名  ミニミニ縁日 

日時  
7 月 21 日（木）～8月 31 日（水） 

※夏休み中、週 1～2日程度で毎週実施 

場所  子どもスキップ要（子どもべや） 

内容 

 子どもと一緒に遊びを考え、様々なミニゲームを開催する。また、 

子ども達もスタッフとして動いてもらった。 

①ボーリング 

 ペットボトルをピンとし、ボールを投げてピンを倒す 

②紙芝居 

③お絵描き教室 

 絵描きが得意な児童が前に立ち、絵の描き方を教える。 

④雑貨屋（予定） 

 子ども達が手作りの作品を（ミサンガ・毛糸のポンポン、手作りぬ 

りえ・折り紙など）商品として売り、遊びを通して買い物を体験する。

⑤ヨーヨー・スーパーボールすくい（予定） 

 他にも子ども達から案が出たものを行っていく予定です。参加した 

景品としてお菓子も渡しました。 

参加人員  260 名（内訳：①90 人②50 人③30人④30 人⑤60人（予定行事人数も含め）
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行事名  科学あそびラボ 

日時  毎月実施（8月から 12 月） 

場所  子どもスキップ要（子どもべや） 

内容 

 科学実験あそび。身近なものを使って、科学の不思議を楽しむ。 

【メニュー】 

①浮沈子（ふちんし）のクレームゲーム【8月・9月】 

 水圧によって浮き沈みするフックを操って輪を釣りあげるゲームを 

作ります。 

②キラキラスライムをつくろう【9月・10 月】 

 宝石のようなきらきらしたスライムをつくります。 

 10 月誕生石オパールのようなスライムです。 

③ペットボトル空気砲【11 月】 

 500ml のペットボトルを使って空気砲をつくります。 

 My 空気砲で的当てして遊びます。 

 ※ペットボトルがあつまらなかった場合に以下を実施。 

  合わせ鏡の不思議～三二万華鏡【11 月】 

  角度 60 度で合わせ鏡をすると永久連続の不思議の世界。 

④電気クラゲを飼おう【12 月】 

 エサは静電気です。ヒトによく懐いてくっつきます。 

 フワフワと上手に空中を散歩させてみましょう。 

 ‘百人おどし’のビリッ！体験もやります。 

参加人員  250 名 各メニュー20～60 名（内訳：小学生のみ） 
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行事名  駒込小学校児童へ「社明グッズ配布」と土曜公開講座へ参加 

日時  9 月 10 日（土）小学校登校時～公開講座終了時 

場所  駒込小学校 

内容 

日程の変更についてはコロナ状況と学校側の行事に関しても外部か

らの受け入れも制限下にあるため、日程を 11 月～12 月に開催日程を延

期、会議により正式に決定。 

昨年同様、上記の理由から変則的に育成委員会のみで行う予定。 

参加人員  
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行事名  啓発ポスター掲示 

日時  7 月 1 日(金)～7 月 31 日（日） 

場所  
第 11 地区管内（各町会や銀行・区民ひろばなどの掲示板、育成委員自

宅前） 

内容 

池袋本町小学校の 3年生児童に社明活動のポスターを作成してもら

い、育成運営委員会にてビニール袋をかけ、地域に掲示しました。 

※小学生にはお礼に定規を差し上げました。 

参加人員  166 名（内訳：小学生 150 名 大人 16 名） 
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行事名  地域清掃活動 ふれあいサマーコンサート 

日時  7 月 9 日（土）午後 2時 00 分～3時 50 分 

場所  第 11 地区管内、池袋中学校アリーナほか 

内容 

「地域清掃活動」 

第 11 地区管内を 9班に分け、池袋中学校の生徒、先生方、PTA、相

談役、育成委員で清掃をしました。 

清掃後、武道場にて反省会を行い、班長に発表してもらいました。

・たばこの吸い殻が多い。火事の原因になる。 

・吸い殻が多い。ポイ捨てはやめてほしい。 

・吸い殻が多い。 

・自分でも気を付けたい。日々の生活を改めたい。 

・思っていたよりゴミが多い。タバコが多い。 

・タバコ・缶が多い。気が付いたら拾うようにしたい。 

・地域の事も知れて良かった。 

・大通りはあまりゴミはなかった。 

・タバコ、ペットボトル、缶が多い。自分は捨てないようにしたい。

〇警察の方から→街の人が感心していた。元気に挨拶できていた。 

〇役所の方から→街はきれいに見えたけど、吸い殻は落ちていた。 

〇学校の先生から→地域を知るのは良いこと。ゴミは減っているよう

だが、吸い殻は多い。 

 ※参加者には育成から3色ボールペン、警察からノートを頂きました。

「ふれあいサマーコンサート」 

午後 3時 20分から池袋中学校アリーナにて吹奏楽部によるコンサー

トを開きました。コロナで 2年間中止だったので、今年は校長先生の

許可を得て、発表の場がなかった卒業生の参加もありました。 

みんな楽しそうに演奏していました。無茶なアンコールにも応えて

いただきました。 

※吹奏楽部の生徒さんには 3色ボールペンを差し上げました。 

参加人員  
地域清掃活動 116 名（中学生 70 名 大人 46 名） 

ふれあいサマーコンサート 183 名（中学生・OB 33 名 観客約 150 名）



第 12 地区行事報告

29 

行事名  第 72 回社会を明るくする運動地区大会 

日時  6 月 26 日（日）9時 00 分～11 時 30 分 

場所  
各小中学校から区民ひろば南大塚までの道のり及び都営住宅回り、 

公園 

内容 

① 清掃活動

◎参加対象  小学生・中学生・PTA・少年野球・社明推進委員 

巣鴨小学校 育成委員集合 9:00   児童集合 9:20   

      巣鴨小学校～区民ひろば南大塚(9:40 着)  

朋有小学校 育成委員集合 9:10   児童集合 9:30  

朋有小学校～区民ひろば南大塚(10:00 着)  

西巣鴨中学校 育成委員集合 9:40  生徒集合 10:00 

西巣鴨中学校～区民ひろば南大塚(10:20 着)  

少年野球チーム 南大塚二丁目児童遊園（区民ひろば南大塚前）集合

都営住宅周り及び公園を清掃 

② ポスター展示（社会を明るくする運動の啓蒙活動） 

巣鴨小児童と西巣鴨中学校生徒のポスター展示  

【展示場所】 

・区民ひろば南大塚２階ホール 

・東部区民事務所入り口エントランス 

・南大塚地域創造館受付エントランス 

【展示期間】７月～8月 

参加人員  

252 名（内訳：巣鴨小学校 85 名、朋有小学校 62 名、西巣鴨中学校 11

名、少年野球 40 名、来賓 10 名、保護司 4 名、12 地区育成委員 23 名、

2 地区育成委員 17 名） 
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行事名  第 72 回“社会を明るくする運動”中央大会「区民のつどい」 

日 時  7 月 3 日（日） 13 時 30 分 ～ 17 時 00 分 

場 所  帝京平成大学冲永記念ホール 

内 容  

今年の中央大会「区民のつどい」は、長引くコロナ渦から、3年ぶりの

開催となりました。 

また、会場となった帝京平成大学冲永記念ホールは初めての開催場所

となるため、ホールの規模、構造、使用可能なスペースや設備、立入

禁止場所やセキュリティ関連などの確認が必要となったため、事前調

整を兼ねた会場下見を入念に行ったうえで本番を迎えました。 

当日、保護司会の担当者は朝 10 時に集合し、役割分担表に従って会場

設営や来場者に配るプログラムセットの準備などを行いました。 

例年、社明運動のシンボルとして会場を彩る「黄色いハンカチ」は、

ホール 2階席からステージ脇までダイナミックに張り巡らせるなど、

会場の特徴を上手に活かして装飾することが出来ました。 

第一部の開会セレモニーは定刻どおりスタートし、推進委員長である

高野豊島区長、木下豊島区議会議長、金子教育長、生駒東京保護観察

所長からご挨拶をいただいた後、ご来賓の方々が紹介されました。 

続いて、作文コンテストの表彰と発表が行われました。 

今年の応募作品数は、小学生 1,468、中学生 552、合計 2,020 作品で、

一次審査、最終審査を経て、優秀作品として 10 作品が選ばれました。

当日は、推進委員長賞、常任委員長賞、優秀賞を受賞された小学生、

中学生の皆さんがステージ上で表彰されました。受賞者による作文発

表では、堂々と読み上げる姿に大勢の方々が聞き入っていました。 

休憩をはさみ、第二部の映画上映会が行われました。今回の上映作品

は、山田洋次監督の「十五才 学校Ⅳ」でした。主人公は不登校の中学

三年生の少年で、家出をして一人旅を続ける中で様々な大人と出会い

成長していくというストーリーでした。 

最後に、今回も子ども若者課の皆さんの全面的な協力を頂きながら準

備を重ねて参りましたが、3年ぶりの開催、初めての会場ということも

あり、終わってみれば反省点も多くありました。このことを踏まえ、

来年はさらに充実した区民のつどいが開催できるよう心掛けて参りた

いと思います。 

参加人員  

参加者合計 224 名 

（内訳） 

 一般来場者 48 名、来賓・受賞者等 44 名、推進委員  13 名 

保護司会   72 名、更生保護女性会 10 名、育成委員会 22 名 

 ＢＢＳ会    9 名、こども若者課   6 名
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行事名  第 72 回“社会を明るくする運動”中央大会「区民のつどい」  

日時  7 月 3 日（日） 11 時 30 分 ～ 16 時 30 分  

場所  帝京平成大学冲永記念ホール  

内容 

社会を明るくする運動の中央大会「区民のつどい」にて、な

なまるやそめふくちゃんに入る着ぐるみ担当 2 名と歩行のサ

ポートを行う補助役 4 名に分かれて作文受賞者の方と記念撮

影を行った。その他の会員は着替えの手伝い、片付けを手伝っ

た。 

参加人員  8 名   



社 会 を 明 る く す る 運 動

シンボルマーク「ひまわり」

このマークは、ひまわりの花を図案化したもので、

太陽に向かって咲くひまわりが犯罪や非行のない

明るい社会を築こうとするこの運動の趣旨に

ふさわしいことから選定されたものです。


